
 

 

 

 

 

 

GIGA スクール構想とデジタルアーカイブ（１） 
齋藤 陽子、眞喜志 悦子（岐阜女子大学）、 

             又吉 斎（沖縄女子短期大学）、 

横山 隆光、久世 均（岐阜女子大学） 
 

 教育界では、現在、社会の少子化、Global・Innovation 等に対応する人材の育成として

GIGA スクール構想が予算化され進もうとしている。このような教育の新しい展開で思い出

すのは、沖縄の宮城卓司先生の報告である。かつて岐阜女子大学の教育実践資料デジタルコ

ンテンツを用いて学力の向上、学習指導力で経済的に厳しい地域（要保護・準要保護が約 4

割）で、沖縄市内で最下位であった学校を全国的にも上位に向上させた結果を学会発表の最

後に次のように報告された。（デジタルアーカイブの教育活用の重要な課題の１つである。） 

 GIGA スクール構想も同様に対応する実践研究もすでに数十年前より進められていて、そ

の分析、評価、結果の中から役立つ情報を取り出して参考にし、確かな結果を出すべきであ

る。次に例を示す。 

 

（１）情報端末の学習の道具としての活用例 

 学校教育での多様な情報端末の活用例としては、

1992（平成 4）年、すでに、図のような実践研究が

進められていたが、これらの各実践研究での多様な

課題については、すでに、多くの報告がある。現在

は情報端末、大容量の通信ネットワーク、多くのリ

ソースの保管がされ、これらを有効に使い基礎基本

的な実践研究の問題点を過去の研究から見出し、発

展させるべきであろう。 

 また、1980 年代には、パソコン通信を使い、

北海道から沖縄の小中高の協働作業で太陽

の南中の調査や生活回線を用いたテレビ会議システムで各地の地域文化資料の学び（協働）

がされていた。このような各種の情報の活用を通じて、情報活用能力の育成を図る。 
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「学力向上の手引き」作成の元となるデータは古いものでは 50年以上も前のものである。しかし、そのデータは現在の教員

にとっても示唆に冨み、有効活用できる、とても貴重なものである。 

これまで教育界全体が、常に新しい研究に取り組んでいこうとする姿勢を持っていたように感じている。新しい研究に取り

組むこと自体はとても大切なことだが、そのことにより貴重な過去の研究が忘れ去られ、また同じ内容を新しく研究を始めて

いることが多いのも事実である。 

そろそろこうした方法を終わりにし、デジタルアーカイブ等の有効活用を行い、貴重な研究をきちんと次世代に繋げていく

方法を模索していくことが必要ではないだろうか。（宮城 卓司） 

後藤忠彦”教育とコンピュータ”日本教育新聞社（1992） 



（２）教育情報システムの構成 

 クラス一人ひとりの学習評価や学習反

応を教師が受け止め、さらに、記録・分析

する方法は、1967 年から岩田晃、後藤忠

彦等が実践研究を進めている。また、そ

の発表として川島小学校では、校内ネッ

トワークを設置し、1978 年からアナライ

ザーで全校のクラス一人ひとりの学習反

応やデータを図のように多様に教育実践

資料として、教育情報システム（CMI）

で保管し、学習指導で各種の活用がされ

ていた。 

 ぜひ、GIGA スクール構想の基礎資料

として、新しい方法と併せて、これらの

実践研究例をデジタルアーカイブで調

べ、分析し、よい方法を見出し、確かな指

導が望まれる。 

 

（３）学習指導の基礎資料 

 1960 年代の学びが計測化されだした時代から現在までの学習指導に関する基礎資料（た

とえば発問、くり返し学習、言葉、コミュニケーション等）を分析・評価し、教師の学習指

導の支援情報として役立たせる。また、e-learning 等の学びの構成（学習システム）の開発

にも役立たせるべきである。 

 

（４）カリキュラム（一人ひとりに適した学びの提供の実践） 

 GIGA スクール構想では、全員一人ひとりに最適な学びの提供や、学習者がカリキュラム

を各自で構成した学びや各種の指導方法が用いられる。この支援として学習者へ学びに必

要な学習材、教材、資料の提供と教師へ過去の教育の方法に関する資料をデジタルアーカイ

ブで提供する情報環境の整備が必要である。 

 このような学びの基礎資料としては、オープン教育や個人学習法（たとえば岡崎久先生の

高校における実践例）がすでに試行されていて、これらの調査・分析が求められる。 

 

（５）リソースの提供と学びでの活用 

 GIGA スクール構想を実施するには、学習者がリソースを調べ、協働で課題を見出し、そ

の課題を協働し話し合い等で解決するのに活用できる情報環境の整備をすべきである。 

 また、通信ネットワークを用いて協働し、課題を解決するためには、学びの情報広場や誹

謗、中傷する発言には AI を用いて注意、消却する教育用のシステムの開発が必要である。

（資料提供は、岐阜女子大学 後藤忠彦 教授） 

後藤、成瀬他”小学校 CMI システム”電子通信学会 ET78（1978） 


